
ミスミと駿河精機
経営統合の背景

ーミスミが駿河生産プラットフォー

ムを子会社にした経緯は？

吉田　ミスミは1963年に創業され

た。「生産間接材」と呼ばれる、スマ

ホや自動車などの製品を生産するた

めの設備や装置に必要な機械部品の

製造と販売を手掛ける。機械部品の

品揃えは世界最大級であると自負して

いる。我々が提供する一番の価値は、

顧客時間価値だ。「確実短納期」を

実現することで、インダストリアル・

オートメーション産業のさまざまなム

ダ、工数を削減する。

　顧客時間価値の提供のため、2つ

のイノベーションを同時に実現したの

は、約40年前のことだ。

　一つは「カタログ販売」。従来、機

械部品は特注品として一つずつ図面

を描いて設計・注文しなくてはならな
かったが、そのうちの半数を規格品

としてカタログにまとめた。カタログ内

には、サイズ違いや材質違いの部品

や、確定納期・価格も明記してある。
規格品は3000万点、サイズ違いや材

質の違いなどを組み合わせると商品バ

リエーションは800垓
がい

（1兆の800億

倍）を超える計算だ。標準納期は注

文から2日目出荷、納期遵守率は

99.96％。お客様には「ミスミのカタロ

グがないと工場が動かない」と言って

いただく機会も多い。

　もう一つのイノベーションが「標準

化」。途中まで加工した「半製品」を、

最終仕上げ工場にストックしておくこ

とで、注文後「安く早く」納品できる。

　その後ミスミはグローバルに成長し、

海外展開も進めた。だが、2000年代

初頭までのミスミは専門商社であり、

ものづくりの機能を持たなかった。転
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「AI 自動見積り」と「デジタルものづくり」で革新「AI 自動見積り」と「デジタルものづくり」で革新

商社とメーカーの協調が商社とメーカーの協調が
生んだ調達DX「meviy」生んだ調達DX「meviy」

吉田 光伸

遠矢 工

株式会社ミスミグループ本社　常務執行役員 　ID企業体社長

株式会社ミスミグループ本社　生産プラットフォーム　代表執行役員
株式会社駿河生産プラットフォーム　代表取締役社長

部品調達にAIとクラウドを導入することで、作図や見積もり、納品待ちの時間を大幅に短縮できる。

この「調達DX」を実現したのが、ミスミグループ本社（以下、ミスミ）のプラットフォームサービス「meviy」だ。

同サービスの産みの親である常務執行役員の吉田光伸氏と、グループ内で変種変量生産・確実短納期を支える

駿河生産プラットフォームの代表取締役社長遠矢工氏に話を聞いた。
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機は2005年、駿河精機（現駿河生

産プラットフォーム）と経営統合したこ

とだ。それ以降ミスミは、メーカーとし

ての道を歩み始めた。

遠矢　静岡県に本社を置く駿河生産

プラットフォームが、ミスミグループ全体

のマザー工場という位置付けだ。2005

年にミスミと経営統合するまで、当社は

ミスミのクリティカルサプライヤーの一つ

だった。そのため、ミスミが掲げる確

実短納期も、当時から実現できてい

た。その生産機能をミスミのビジネスプ

ロセスの中に取り込むことで、より大き

な時間価値をお客様に提供できるよう

になる。コストの面でも、製販一体で

改善が進み、競合他社に対し優位に

なる。また、ミスミがグローバル展開を

するにあたっても生産機能を内包する

必要があった。その点、駿河生産プ

ラットフォームは、統合前からベトナム、

中国、米国に進出しており、ミスミのグ

ローバル展開との相性はよかった。現

在グループの生産拠点はグローバル22

拠点まで拡大した。

吉田　狙いとしてより大きかったのは

海外での生産体制の構築だった。外

部のサプライヤーに「中国に進出して

ください」とお願いするのも、自力で

はなかなか難しい。かといって、製品

を日本から輸出するようでは納期が長

くなってしまう。グローバル規模で時

間価値を提供するには、生産も営業

も物流もセットで、グループが持つ必

要があった。

「ミスミ生産方式」を
協力メーカーに横展開

遠矢　もう一つ、経営統合の狙いを

あげるとするなら、変種変量でも確

実短納期を可能とする「ミスミ生産方

式」を、つくり込むためだ。生産機能

を自社に組み込めば、その試行錯誤

がしやすくなる。現場ではまずリード

タイム削減にこだわり、継続的な生産

性向上と原価低減につなげる。そこ

から加工技術のデジタル化・自働化で
モデルが強化された。

　また、駿河生産プラットフォームをモ

デルケースとして、他のサプライヤーに

「ミスミ生産方式」を展開する道も開け

た。駿河生産プラットフォーム1社では、

すべての商品の製造に対応しきれない

ため、他の協力メーカーとの連携は欠

かせない。駿河生産プラットフォームが

やっていることをレファレンスし、とき

にはまねし、システムの一部も共有して

もらう。これにより、生産プロセス全体

の改革と原価低減が進んだ。

　サプライヤーでは、在庫品であれば

確実短納期も比較的容易だが、我々

は受注製作品が大半。そのボリューム

も膨大となると、組める会社は非常に

少なくなる。限られた数社としっかり

アライアンスを組み、サプライチェーン

を磨き込んでいった。

吉田　駿河生産プラットフォームとミス

ミが経営統合することで、生産機能

を手の内化でき、経営の選択肢が大

きく広がった。海外展開したい、納

期を短くしたいときの動きが早くなり、

競争力の源泉となった。

　ミスミは2022年に、後でお話しする

「meviy」のシステム開発・保守・運用
を行う会社としてDTダイナミクスを立

ち上げたが、こちらも狙いは同じだ。

外部の企業に依頼するよりも、意思

疎通の面でも納期の面でもスピードが

速くなる。2005年時点では生産機能

が競争力の源泉であったが、現在は

それに加えITが競争力の源泉になる

と考え、DTダイナミクスによってITを

手の内化したというわけだ。

遠矢　無論、経営統合後のプロセス

がスムーズに進んだわけではない。む

しろ、失敗の連続だった。経営統合

を機に去った従業員もいれば、残っ

た従業員もいる。駿河生産プラット

フォームとして蓄積してきたものづくり

のやり方もある。ミスミ生産方式をつ

くり込むにあたっては、かなりの抵抗

があった。最初の3年間は、正直鳴

かず飛ばずだった。だが「生産改革

はトップダウンで進めるべき」という方

針は一貫していた。歴代のトップが現

場に降り、改革の陣頭指揮をとった。

即時見積もりと
最短1日目出荷が可能に

ーミスミと駿河生産プラットフォー

ムが開発した部品調達プラットフォー

ム「meviy」とは、どのようなものか。

吉田　ミスミは従来からITをうまく使

う会社だ。データ通信による受注を開

始したのも90年代初頭であり、業界

ではトップランナーだった。大量のト

ランザクションをさばく高度な基幹シ

ステムも整えている。

　その最新事例が、2019年から本格

展開をスタートした、ミスミと駿河生

産プラットフォームが開発した「meviy」

だといえる。meviyには2つの革新が

ある。一つは「AI自動見積もり」。お

客様が3D設計のデータをアップロー

ドすると、AIが部品の形状を読み取

る。これまでは職人が行っていた価

格と納期の計算をAIが数秒で行う。

これにより、見積もり業務が大幅に効

率化され、お客様が機械部品調達に

かけていたコストを大幅に削減した。

　もう一つは「デジタルものづくり」の

革新だ。従来のミスミ生産方式をさら

に推し進めた。具体的には、お客様

がアップデートした設計データから、

加工機を動かす製造プログラムを自動

生成。それが工場へ転送され、製造

を行うまでのプロセスも、ほとんどを

自動化した。この2つの革新により、

即時見積もりと、受注から最短1日で

の出荷が実現した。

　meviyは、日本の製造業が抱えて

いる課題を解決するものだ。製造業

は、いまだ日本の基幹産業であり、

国際競争力も強い。その一方で、労

働生産性は下落の一途をたどってい

る。生産年齢人口は減少し、働き方

改革によって業務量も減った。「多くの

人間が、多くの時間働く」これまでの

戦い方からの転換を迫られている。

「量から質へ」と働き方を変え、生産

性を向上させなければ、日本の製造

業は生き残れない。

　そこで有効な手段となるのがDXだ

が、製造業にはDXを阻む構造的な

部品の半完成品である半製品
世界最適地生産・規模のメリット

（例）

仕上げ工場に運送
最小在庫

注文に応じて細かく加工。
時間勝負の一個流し

変種変量受注

低コストと短納期で
納品可能に

日本

中国

タイ

ベトナム工場 顧客
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安く早く仕上げるための「半製品」

部品調達プラットフォーム「meviy」

図表1

図表 2
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グローバル顧客

3Dデータを
アップロード

クラウドで製造
プログラムを
自動生成

即時に価格と
納期を回答

AI自動
見積もり

製造・加工

最短1日目出荷

meviy

3Dデータと見積もり、製造プログラムをクラウド上のAIが管理。
即時見積もり、最短 1 日目出荷の時間革命を実現した。
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問題があった。

　設計-調達-製造-販売というバ

リューチェーンを見ると、設計はCAD

で、製造はロボット化で、販売はeコ

マースでデジタル化が進んでいる。と

ころが調達だけデジタル化が遅れてい

る。象徴的なのがファックス利用率だ。

数年前、ミスミのお客様約5100名を

対象に調査したところ、約98％がい

まだにファックスを利用していた。

　こんな試算も行った。1500の部品

からなる設備を調達しようとすると、

作図の手間に750時間、見積もりの

手間に25時間、見積もりの返事と製

品が届くまでの待ち時間に168時間

かかっていた。1500点の部品を調達

するのに、トータルで約1000時間、

125日も費やしていることになる。仮

に、日本の製造業38万社が1社あた

り1台ずつ前述の設備を調達すると、

年間3.8億時間。時給をもとに換算

すると、年間2兆円の間接コストが調

達領域だけでかかっている。

　調達領域が、製造業の生産性向上

のボトルネックになっている。この課題

に対するソリューションとして「meviy」

は生まれた。即時見積もりと、最短1

日目出荷を実現することで、前述の部

品調達にかかっていた約1000時間を

約80時間に短縮し、新たに約900時

間をお客様に提供できる。

meviyを育んだ
「モデル進化」のDNA

ーなぜ、ミスミと駿河生産プラット

フォームだけが「調達」領域をDXで

きたのか。もともとIT活用に積極的

だったからか。

吉田　いや、「ITを使わなければいけ

ない」という感覚は我々には一切ない。

ITはあくまで、顧客時間価値を提供

するための手段でしかない。

　我々は、社員一人ひとりのミッショ

ンを「モデル進化」だと定義している。

この言葉は、ミスミグループのDNAと

して、皆に埋め込まれている。

例えば従来からの「部品のカタログ

販売」というビジネスモデルにしても、

そこに永住するわけはいかない。カタ

ログ販売を進化させるために、これま

でさまざまな取り組みを行い、やがて

たどり着いたのがmeviyとも言える。

「3Dデータをアップロードしたら1日で

部品が届く」そんな世界を実現しよう

と思ったらITが必要だったのだ。ミス

ミがなぜITを使うのがうまいのかと

問われたら、「モデル進化を常に考え

ているから」かもしれない。

　当然、モデル進化には失敗がつき

ものだが、ミスミには、それを許容す

る文化がある。

　meviyにしても、完成するまでは失

敗の連続だった。そもそも、なぜ

meviyをつくろうと思ったか。前述の

ように、カタログに掲載されている部

品が3000万点、サイズ違いや材質の

違いなどを組み合わせると800垓の

商品バリエーションがあるといっても、

規格品がカバーできるのはお客様の

ニーズの半分程度だ。お客様が設備

をつくるとなると、カタログからすべて

の部品を手配するのは難しく、カタロ

グで手配できない部品は一つひとつ

図面を作成し、注文する作業が発生

する。そこは、今も昔も変わらず、図

面を描いて、FAXを送って、電話し

てと手間がかかっていた。

　この課題を解決するため、試行錯

誤したが、多くは失敗した。ソフトウェ

アを開発したこともあれば、特殊なカ

タログをつくり込んだこともあるが、

どれもうまくいかなかった。

　その失敗の連続の中で気がついた

のは、「選んでもらう」というカタログ

的な発想の限界だ。逆に、お客様に

は自由に設計してもらい、そのデータ

をアップロードすると、規格品同様に、

その場で価格と納期がわかるような仕

組みをつくればいいのではないか。こ

のとき「選んでもらう」から「描いても

らう」へと発想が転換した。その転換

はひらめきによってもたらされたもの

かもしれない。しかしそのひらめきも、

失敗を重ねたからこそ生じたものでは

なかったか。

　モデル進化と言葉にするのは簡単だ

が、新しい価値の創造は「千三つ」、

つまり1000個あるうち3つ当たればい

いといわれるほど多産多死が宿命づけ

られている。ならば、失敗を避けては

通れない。第一、モデル進化をしよう

と思ったら、今のケイパビリティではで

きないことにも挑戦しないわけにはい

かないのだ。「AI自動見積り」の開発

にしても、ノウハウは何もないところか

ら始まった。大手ベンダーに持ちかけ

てもすべて断られ、やむなく世界中の

エンジニアを1人ずつ口説いて回った。

遠矢　失敗続きは、我々生産現場が

「デジタルものづくり」の革新を進めた

ときも同じだ。それまで3000万点か

ら800垓の商品バリエーションには対

応できていたが、meviyはそこが無

限大になる。

　ミスミ生産方式の蓄積がベースにあ

るとはいえ、お客様からの3Dデータ

をいただいてからの工程や生産管理

を自働化するのは、非常にチャレンジ

ングだった。人間なら直感的に対応

できるところも、機械はそうはいかな

い。コストに見合った加工工程を選ぶ

必要もある。meviy完成までに、か

なりの失敗を積み重ねることになっ

た。しかしありがたかったのは、我々

が自由に取り組める環境、失敗が許

容される期間をミスミグループとして

確保してもらえたことだ。「会社のお

金で食わせてもらっているのだから、

早く恩返しをしなくては」というマイン

ドになれた。

日本の強みをDXで敷衍化
これからのものづくり

ーミスミグループの生産機能を担

う駿河生産プラットフォームに「これ

からの日本のものづくり」を聞きたい。

遠矢　難しい質問だと思う。今話し

たビジネスモデルで、世界のどこでも

戦えるかというと、このままでは戦え

ない。「日本のものづくり、ここにあ

り」の意気込みだけで世界に打って出

られる時代ではないと思っている。

　だが、日本のものづくりがいまだ高

い国際競争力を持っているのも事実

だ。「擦り合わせ型」の高いレベルの

ものづくりもあれば、長期雇用のなか

で養われる「人」の力もある。ジャス

トインタイムと個の技量を自働化に埋

め込んだ持続可能な生産ＤＸモデル

をつくれば、さらなるリードタイム削

減から顧客時間価値が上がり、生産

性向上からコストが低減し、グローバ

ルで戦うための処方箋が見えてくるの

ではないか。ミスミらしい自発・自創・
自走の姿勢でモデル進化に挑戦し続

けたい。人間尊重の姿勢で。
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作図 見積もり 待ち時間

30分/枚
×1500枚

FAX/枚
×1500枚

見積もり待ち（1週間）=56時間
納期（2週間）=112時間

750時間

合計=約1000時間（125日）

25時間 168時間

調達の現場でかかる時間コスト図表 3

例）部品数1500点を調達する場合

国内大手通信会社、外資系大手ソフトウェアベン
ダを経て、2008年に株式会社ミスミグループ本
社へ。国内事業や中国事業に携わる。「meviy」
立ち上げに従事し、2018年meviy事業を展開
するID(Industrial Digital Manufacturing)企業
体の社長に就任。

大手特殊鋼メーカー、フィルム・光学機器メーカ
ーを経て、2007年に株式会社ミスミグループ本
社へ、金型標準部品製造責任者などを経て
2017年より生産プラットフォーム代表執行役員、
株式会社駿河生産プラットフォーム代表取締役
社長に就任。

profile

吉田 光伸（よしだ・みつのぶ）

profile

遠矢 工（とおや・たくみ）
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